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都道府県医療計画における基準病床数及び既存病床数の状況
（平成20年3月末現在）

一般病床及び療養病床

基　準

病床数 圏数 過　剰 圏数 非過剰

A B B-A 病床数 病床数

1 北 海 道 21 64,393  80,997 16,604  21 16,604

2 青 森 県 6 13,258  14,428 1,170  5 1,296 1 △ 126

3 岩 手 県 9 13,451  14,743 1,292  6 1,709 3 △ 417

4 宮 城 県 7 18,402  19,635 1,233  4 1,428 3 △ 195

5 秋 田 県 8 10,636  12,211 1,575  5 1,762 3 △ 187

6 山 形 県 4 11,551  11,678 127  3 540 1 △ 413

7 福 島 県 7 16,879  21,670 4,791  6 4,823 1 △ 32

8 茨 城 県 9 22,587  25,881 * 3,294  9 3,294

9 栃 木 県 5 15,418  16,774 1,356  5 1,356

10 群 馬 県 10 19,383  19,464 * 81  5 385 5 △ 304

11 埼 玉 県 9 46,033  48,699 2,666  5 3,347 4 △ 681

12 千 葉 県 9 44,241  45,537 1,296  4 1,822 5 △ 526

13 東 京 都 13 95,744  104,433 8,689  5 9,779 8 △ 1,090

14 神奈川県 11 57,403  59,034 1,631  6 2,703 5 △ 1,072

15 新 潟 県 7 20,875  23,257 2,382  1 3,249 6 △ 867

16 富 山 県 4 11,461  15,377 * 3,916  4 3,916

17 石 川 県 4 12,634  15,612 2,978  4 2,978

18 福 井 県 4 8,224  9,769 1,545  4 1,545

19 山 梨 県 4 7,473  9,002 1,529  4 1,529

20 長　野　県 10 19,815  19,614 △ 201  4 546 6 △ 747

21 岐 阜 県 5 18,101  16,620 * △ 1,481  5 △ 1,481

22 静 岡 県 8 32,196  33,703 * 1,507  6 1,909 2 △ 402

23 愛 知 県 11 46,982  55,590 8,608  8 8,883 3 △ 275

24 三 重 県 4 14,320  16,254 1,934  4 1,934

25 滋 賀 県 7 11,150  12,304 1,154  6 1,219 1 △ 65

26 京 都 府 6 26,202  29,381 * 3,179  1 3,950 5 △ 771

27 大 阪 府 8 69,587  89,256 19,669  8 19,669

28 兵 庫 県 10 50,849  53,037 2,188  6 2,548 4 △ 360

29 奈 良 県 5 13,657  13,666 * 9  2 454 3 △ 445

30 和歌山県 7 9,267  11,832 2,565  7 2,565

31 鳥 取 県 3 6,151  7,306 1,155  3 1,155

32 島 根 県 7 9,075  9,186 111  6 295 1 △ 184

33 岡 山 県 5 20,298  23,526 * 3,228  5 3,228

34 広 島 県 7 29,603  32,823 3,220  5 3,355 2 △ 135

35 山 口 県 8 17,034  21,894 * 4,860  8 4,860

36 徳 島 県 6 7,354  12,136 4,782  6 4,782

37 香 川 県 5 9,478  12,666 3,188  5 3,188

38 愛 媛 県 6 15,965  18,690 2,725  6 2,725

39 高 知 県 4 9,547  14,969 5,422  4 5,422

40 福 岡 県 13 51,638  66,324 14,686  13 14,686

41 佐 賀 県 5 9,652  11,085 1,433  5 1,433

42 長 崎 県 9 16,018  21,469 * 5,451  9 5,451

43 熊 本 県 11 19,716  26,289 6,573  11 6,573

44 大 分 県 6 13,096  15,489 2,393  6 2,393

45 宮 崎 県 7 11,735  14,496 2,761  7 2,761

46 鹿児島県 9 18,675  25,355 6,680  9 6,680

番号 区　分 差　引
病床非過剰医療圏病床過剰医療圏二次

医療
圏数

既　存

病床数
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都道府県医療計画における基準病床数及び既存病床数の状況
47 沖 縄 県 5 9,861  12,595 2,734  5 2,734

計 348 1,097,068  1,265,756 168,688  271 179,463 77 △ 10,775

＊印の病床数は指導課調査による（平成20年3月31日現在）
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医療計画に記載している対策（４疾病５事業以外）

精神 認知症 うつ 呼吸器 感染症 肝炎 結核 エイズ アレルギー 移植医療 難病 在宅医療 リハビリ 高齢者 障害者 終末期 歯科保健
北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮城県 ○ ○ ○ ○
秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山形県 ○ ○ ○ ○ ○
福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
群馬県 ○ ○ ○ ○ ○
埼玉県 ○ ○ ○ ○
千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
福井県 ○ ○ ○ ○ ○
山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
島根県 ○ ○ ○
岡山県 ○ ○ ○ ○ ○
広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山口県 ○ ○ ○
徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
熊本県 ○ ○ ○ ○ ○
大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
合　計 47 4 1 1 42 6 12 7 7 43 41 40 24 13 15 1 40

※ 医療計画より指導課調べ
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○一般病床
((性別・年齢階級別人口)×(性別・年齢階級別退院率)×(平均在院日数×0.9)＋(流入入院患者)－
(流出入院患者))÷病床利用率

○療養病床
((性別・年齢階級別人口)×(性別・年齢階級別入院・入所需要率)－(介護施設(介護療養型医療施設
を除く)等で対応可能な数)＋(流入入院患者)－(流出入院患者))÷病床利用率

○精神病床
（１年未満群※）＋（１年以上群※※）＋加算部分

※１年未満群＝（ΣAB＋C－D）×F/E１ ※※１年以上群＝［ΣG（１ーH）＋I－J］/E２
A 各歳別人口 G 各歳別１年以上在院者数
B 各歳別新規入院率 H １年以上在院者各歳別年間退院率
C 流入患者数 I 新規１年以上在院者数
D 流出患者数 J 長期入院者退院促進目標数
E1 病床利用率 E２ 病床利用率
F 平均残存率

○結核病床
都道府県において結核の予防等を図るため必要なものとして知事が定める数
※１日あたり結核患者数（入院）×退院までの平均日数×新規患者発生数に応じた数値×区域の事情に照らして都道
府県知事が定めた数値（１～１．５の範囲内）

○感染症病床
都道府県における特定感染症指定医療機関・第一種感染症指定医療機関・第二種感染症指定医療
機関の感染症病床の合計数を基準として知事が定める数

病床種別ごとの算定式
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○
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
方
針 

(

平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
十
号)

 

 

こ
の
基
本
方
針
は
、
我
が
国
の
医
療
提
供
体
制
に
お
い
て
、
国
民
の
医
療
に
対

す
る
安
心
、
信
頼
の
確
保
を
目
指
し
、
医
療
計
画
制
度
の
中
で
医
療
機
能
の
分

化
・
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医
療

の
提
供
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供

す
る
体
制
の
確
保(

以
下
「
医
療
提
供
体
制
の
確
保
」
と
い
う
。)

を
図
る
た
め

の
基
本
的
な
事
項
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
こ
の
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た

め
の
計
画(

以
下
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。)

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
一 

医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
べ

き
事
項 

一 

医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
的
考
え
方 

医
療
は
、
我
が
国
社
会
の
重
要
か
つ
不
可
欠
な
資
産
で
あ
り
、
医
療
提
供
体
制

は
、
国
民
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
医
療
は
、
患
者
と
医
療
提
供
者
と
の
信
頼
関
係
を
基
本
と
し
て
成
り
立

つ
も
の
で
あ
る
。
患
者
や
国
民
に
対
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
必
要
な
情

報
が
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
診
療
の
際
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト(

医
師
等
が
医
療
を
提
供
す
る
に
あ
た
り
適
切
な
説
明
を
行
い
、
患
者
が
理
解

し
同
意
す
る
こ
と)

の
理
念
に
基
づ
き
、
医
療
を
受
け
る
主
体
で
あ
る
患
者
本
人

が
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
、
と
い
う
患
者
本
位
の
医
療
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
安
全
で
質
が
高
く
、
効
率
的
な
医
療
の
実

現
に
向
け
て
、
患
者
や
国
民
が
、
そ
の
利
用
者
と
し
て
、
ま
た
、
費
用
負
担
者

と
し
て
、
こ
れ
に
関
心
を
持
ち
、
医
療
提
供
者
の
み
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
も
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
医
療
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ

う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、
医
療
は
、
周
産
期
医
療
、
小
児
医
療(

小
児
救
急
医
療
を
含
む
。
以

下
同
じ
。)

か
ら
は
じ
ま
り
、
終
末
期
に
お
け
る
医
療
ま
で
、
人
生
の
す
べ
て
の

過
程
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
傷
病
の
治
療
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
づ
く
り
等

を
通
じ
た
予
防
や
、
慢
性
の
症
状
を
持
ち
な
が
ら
の
継
続
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
等
様
々
な
領
域
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
の
提
供
に
際
し

て
は
、
医
療
分
野
や
福
祉
分
野
の
専
門
職
種
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
家
族
そ
の
他

様
々
な
人
が
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
医
療
提
供
者
は
、
患
者
本
位
の
医
療

と
い
う
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
医
師
と
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
協
力
し
て
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
も
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と
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
、
患
者
の
視
点
に
立
っ
た
医
療
提
供
施
設(

医
療
法(

昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。)

第
一
条
の
二
第
二
項

に
規
定
す
る
医
療
提
供
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

相
互
間
の
機
能
の
分
担
及

び
業
務
の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制(

以
下
「
医
療
連
携
体
制
」
と
い
う
。)

の
構
築
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

国
及
び
都
道
府
県
は
、
こ
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
き
、
尐
子
高
齢
化
の
進
展
や

医
療
技
術
の
進
歩
、
国
民
の
意
識
の
変
化
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
安
全
で
質
が

高
く
、
効
率
的
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。 

医
療
に
対
す
る
患
者
や
住
民
の
意
識
、
ま
た
、
医
療
提
供
体
制
の
現
状
は
、
都

道
府
県
に
よ
り
、
あ
る
い
は
各
都
道
府
県
内
に
お
い
て
も
都
市
部
と
そ
れ
以
外

の
地
域
と
で
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
施
策
を
講
ず
る

に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
十
分
配
慮
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
人
口
の
急
速
な
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
疾
病
の
構
造
が
変
化
し
、
が
ん
、

脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
及
び
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い
る
中
、

生
活
の
質
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
特
に
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗

塞
及
び
糖
尿
病
に
対
応
し
た
医
療
連
携
体
制
の
早
急
な
構
築
を
図
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
る

救
急
医
療
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
、
へ
き
地
の
医
療
、
周
産
期
医
療
及
び
小

児
医
療
に
対
応
し
た
医
療
連
携
体
制
の
早
急
な
構
築
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。 

二 

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割 

安
全
で
質
が
高
く
、
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
都
道

府
県
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
医
療
計
画
に
基
づ
き
自
ら
の
創
意
工
夫
で
施
策

を
企
画
立
案
及
び
実
行
し
、
国
は
都
道
府
県
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。 

第
二 

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項 

一 

調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方 

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
観
点

に
配
慮
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。 

１ 

医
療
を
提
供
す
る
側
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
医
療
を
受
け
る
主
体
で
あ
る
患

者
の
視
点
も
踏
ま
え
る
。 

２ 

医
療
提
供
体
制
の
量
的
な
整
備
と
い
う
観
点
だ
け
で
な
く
、
医
療
連
携
体
制

の
構
築
等
質
的
な
向
上
に
資
す
る
観
点
も
重
視
す
る
。 
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３ 
患
者
や
住
民
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
提
供
を
推
進
す
る
た
め
、

個
別
の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
に
限
ら
ず
、
地
域
の
医
療
機
能
全
体
の
概

要
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。 

二 

調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割 

１ 

具
体
的
な
調
査
及
び
研
究
に
つ
い
て
は
、
国
と
都
道
府
県
と
が
そ
れ
ぞ
れ
次

の
と
お
り
行
う
こ
と
と
す
る
。 

(

一)
 

国
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
及
び
糖
尿
病
の
四
疾
病
並
び
に

救
急
医
療
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
、
へ
き
地
の
医
療
、
周
産
期
医
療
及
び
小

児
医
療
の
五
事
業(

以
下
「
四
疾
病
及
び
五
事
業
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
調
査

及
び
研
究
を
行
い
、
疾
病
又
は
事
業
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
医
療
機
能
を
明
ら
か

に
す
る
。 

(

二)
 

都
道
府
県
は
、
国
の
調
査
等
に
加
え
、
法
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
薬
事

法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号)
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
を
把
握
す
る
ほ
か
、
患
者
や
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
情
報
を
把
握
す
る
た
め
に
独
自
の
調
査
を
行
う
こ
と
も
で

き
る
。 

な
お
、
都
道
府
県
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
法
第
三
十
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、

医
療
提
供
施
設
の
開
設
者
等
に
対
し
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。 

２ 

国
及
び
都
道
府
県
は
、
医
療
機
能
に
関
す
る
調
査
に
よ
り
把
握
し
た
情
報
を

公
表
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
医
療
連
携
体
制
及
び
地
域
の
医
療
機
能
に
つ
い
て

の
住
民
の
理
解
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

第
三 

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項 

一 

目
標
設
定
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方 

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
観
点
に
配
慮
し
て

定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

１ 

患
者
本
位
の
、
か
つ
、
安
全
で
質
が
高
く
、
効
率
的
な
医
療
の
提
供
を
実
現

す
る
。 

２ 

医
療
連
携
体
制
の
構
築
に
資
す
る
医
療
機
能
の
明
確
化
を
目
指
す
。 

３ 

地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
。 

二 

目
標
設
定
に
関
す
る
国
と
都
道
府
県
の
役
割 

都
道
府
県
は
、
本
基
本
方
針
に
基
づ
く
医
療
計
画
の
見
直
し
後
五
年
間
を
目
途

に
、
四
疾
病
及
び
五
事
業
並
び
に
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
疾
病
の
発
生
の
状

況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
数
値
目
標
を
定
め
る
。 

そ
の
際
に
は
、
新
健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
や
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
国
民
健

康
づ
く
り
運
動(

健
康
日
本
二
十
一)

な
ど
、
「
第
七 

そ
の
他
医
療
提
供
体
制
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の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項
」
に
掲
げ
る
諸
計
画
等
に
定
め
ら
れ
る
目
標
等
を

十
分
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。 

都
道
府
県
は
、
数
値
目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
、
尐
な
く
と
も
五
年
ご
と
に

調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
は
そ
の
医

療
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
と
す
る
。 

国
は
、
都
道
府
県
に
対
し
て
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
た
実
効
性
あ
る

施
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
四 

医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
並
び
に
医
療
を

受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項 

一 

医
療
連
携
体
制
の
基
本
的
考
え
方 

医
療
連
携
体
制
の
構
築
は
、
患
者
が
可
能
な
限
り
早
期
に
居
宅
等
で
の
生
活
に

復
帰
し
、
退
院
後
に
お
い
て
も
継
続
的
に
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
を
可
能

と
し
、
居
宅
等
医
療
の
充
実
に
よ
る
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
以
下
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

診
療
所
に
お
け
る
医
療
の
提
供
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、
居
宅
等
に
お
け
る
療

養
を
支
え
る
入
院
医
療
の
提
供
も
可
能
で
あ
る
有
床
診
療
所
の
特
性
な
ど
、
各

診
療
所
の
地
域
に
お
け
る
役
割
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

身
近
な
地
域
に
お
け
る
日
常
的
な
医
療
の
提
供
や
健
康
管
理
に
関
す
る
相
談
と

い
っ
た
か
か
り
つ
け
医
の
機
能
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
診
療
所
相
互
間
又
は
診

療
所
と
病
院
と
の
業
務
の
連
携
に
よ
っ
て
、
診
療
時
間
外
に
お
い
て
も
患
者
又

は
そ
の
家
族
か
ら
の
連
絡
に
対
し
、
往
診
等
必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。 

病
院
に
お
け
る
医
療
の
提
供
に
関
し
て
は
、
質
の
高
い
入
院
医
療
が
二
十
四
時

間
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
従
事

者
の
適
切
な
人
員
配
置
を
通
じ
た
勤
務
環
境
の
改
善
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
役
割
が
、
患
者
の
視
点
に
立
っ
て
的
確
に
果
た
さ
れ
る
よ
う
、
地
域

の
診
療
に
携
わ
る
医
師
等
の
団
体
の
積
極
的
な
取
組
が
期
待
さ
れ
る
。 

二 

疾
病
又
は
事
業
ご
と
の
医
療
連
携
体
制
の
あ
り
方 

四
疾
病
及
び
五
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の

機
能
に
即
し
て
、
地
域
の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
医
療
計
画
に
明
示
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
患
者
や
住
民
に
対
し
、
分
か
り
や
す

い
情
報
提
供
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

１ 

疾
病
又
は
事
業
ご
と
に
明
示
す
る
機
能 

(

一)
 

が
ん 
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が
ん
の
種
別
ご
と
の
専
門
的
な
が
ん
医
療
を
行
う
機
能
、
緩
和
ケ
ア
を
行
う
機

能
及
び
相
談
支
援
を
行
う
機
能(

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
医
療
機
能
に
着
目

し
た
診
療
実
施
施
設
等)

 

(

二)
 

脳
卒
中 

救
急
医
療
の
機
能
、
身
体
機
能
を
回
復
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
機
能
及
び
日
常
生
活
に
復
帰
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る

機
能(

発
症
か
ら
入
院
そ
し
て
居
宅
等
に
復
帰
す
る
ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
医
療

機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設(

急
性
期
・
回
復
期
・
居
宅
等
の
機
能
ご
と
の

医
療
機
関)

等)
 

(

三)
 

急
性
心
筋
梗
塞 

救
急
医
療
の
機
能
及
び
身
体
機
能
を
回
復
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
機
能(

発
症
か
ら
入
院
そ
し
て
居
宅
等
に
復
帰
す
る
ま
で
の
医
療
の

流
れ
、
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設(

急
性
期
・
回
復
期
・
居
宅
等
の

機
能
ご
と
の
医
療
機
関)

等)
 

(

四)
 

糖
尿
病 

重
篤
な
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
の
生
活
指
導
を
行
う
機
能
及
び
糖
尿
病
に
よ

る
合
併
症
を
含
め
た
疾
病
の
治
療
を
行
う
機
能(

発
症
か
ら
居
宅
等
で
継
続
し

て
治
療
す
る
ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
等)

 

(

五)
 

救
急
医
療 

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
や
二
十
四
時
間
対
応
す
る
診
療
所
等
で
初
期
の
救

急
医
療
を
提
供
す
る
機
能
、
緊
急
手
術
や
入
院
を
必
要
と
す
る
救
急
患
者
に
医

療
を
提
供
す
る
機
能
及
び
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
救
急
患
者
に
救
命
医
療
を

提
供
す
る
機
能(

都
道
府
県
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
救
急
医
療
機
関
の
役
割(
産

科
合
併
症
以
外
の
合
併
症
を
有
す
る
母
体
に
対
し
て
救
急
医
療
を
提
供
す
る
医

療
機
関
の
役
割
を
含
む
。)

、
在
宅
当
番
医
制
又
は
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
・

入
院
を
要
す
る
救
急
医
療
機
関
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
実
際
に
搬
送
さ
れ
る

患
者
の
状
態
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器(

A
E
D
)

等
病
院
前
救
護
体
制
や
消
防
機
関

と
の
連
携(

病
院
間
搬
送
を
含
む
。)

等)
 

(

六)
 

災
害
時
に
お
け
る
医
療 

災
害
時
に
被
災
地
へ
出
動
し
、
迅
速
に
救
命
医
療
を
提
供
す
る
機
能
、
そ
の
後

避
難
所
等
に
お
い
て
診
療
活
動
を
行
う
機
能
、
被
災
し
て
も
医
療
提
供
を
引
き

続
き
維
持
し
被
災
地
で
の
医
療
提
供
の
拠
点
と
な
る
機
能
及
び

N
B
C

テ
ロ(

核
兵

器
、
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
等
に
よ
る
テ
ロ
を
い
う
。)

等
特
殊
な
災
害
に
対
し

医
療
支
援
を
行
う
機
能(

都
道
府
県
内
外
で
の
災
害
発
生
時
の
医
療
の
対
応(

災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム(

D
M
A
T
)

の
整
備
状
況
と
活
用
計
画
を
含
む
。)

、
広
域
搬
送

の
方
法
、
後
方
医
療
施
設
の
確
保
、
消
防
・
警
察
等
関
係
機
関
と
の
連
携
、
広
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域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
状
況
、
災
害
拠
点
病
院
の
耐
震
化
・
医

薬
品
の
備
蓄
状
況
、
災
害
に
対
応
し
た
訓
練
計
画
等)

 

(

七)
 

へ
き
地
の
医
療 

へ
き
地
保
健
医
療
計
画
と
整
合
性
が
と
れ
、
継
続
的
に
へ
き
地
の
医
療
を
支
援

で
き
る
機
能(
第
十
次
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
を
踏
ま
え
た
対
応
、
搬
送
・
巡
回

診
療
・
医
師
確
保
等
へ
き
地
の
支
援
方
法
等
に
よ
る
連
携
体
制
等)

 

(

八)
 

周
産
期
医
療 

正
常
な
分
娩
を
扱
う
機
能(

日
常
の
生
活
・
保
健
指
導
及
び
新
生
児
の
医
療
相

談
の
機
能
を
含
む
。)

及
び
高
度
な
診
療
を
要
す
る
リ
ス
ク
の
高
い
分
娩
を
扱
う

機
能(

妊
産
婦
の
状
態
に
応
じ
、
居
宅
等
に
戻
る
ま
で
の
医
療
の
流
れ
、
病
態
・

医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と

地
域
の
周
産
期
医
療
の
医
療
連
携
体
制(
搬
送
体
制
を
含
む
。)

、
自
治
体
立
病

院
等
の
産
科
に
関
す
る
医
療
資
源
の
集
約
化
・
重
点
化
等)

 

(

九)
 

小
児
医
療 

小
児
の
健
康
状
態
の
相
談
を
行
う
機
能
、
在
宅
当
番
医
制
、
休
日
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
や
二
十
四
時
間
対
応
す
る
診
療
所
等
初
期
の
小
児
救
急
医
療
を
提
供
す

る
機
能
、
緊
急
手
術
や
入
院
を
必
要
と
す
る
小
児
救
急
患
者
に
医
療
を
提
供
す

る
機
能
及
び
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
小
児
救
急
患
者
に
救
命
医
療
を
提
供
す

る
機
能(

発
症
か
ら
外
来
で
の
通
院
や
入
院
を
経
て
居
宅
等
に
戻
る
ま
で
の
医

療
の
流
れ
、
病
態
・
医
療
機
能
に
着
目
し
た
診
療
実
施
施
設
、
小
児
救
急
医
療

の
提
供
体
制(

在
宅
当
番
医
制
又
は
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
・
入
院
を
要
す
る

救
急
医
療
機
関
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
病
院
間
搬
送
・
電
話
相
談
事
業
等)

の

状
況
、
自
治
体
立
病
院
等
の
小
児
科
に
関
す
る
医
療
資
源
の
集
約
化
・
重
点
化

等)
 

２ 

事
業
ご
と
に
配
慮
す
べ
き
事
項 

(

一)
 

救
急
医
療
に
お
い
て
、
生
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
救
急
患
者
に
救
命
医
療

を
提
供
す
る
機
能
を
有
す
る
医
療
機
関
で
あ
る
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
医

療
計
画
に
明
示
す
る
場
合
に
は
、
広
範
囲
熱
傷
、
急
性
中
毒
等
の
特
殊
疾
病
の

う
ち
、
特
に
当
該
セ
ン
タ
ー
が
対
応
体
制
を
整
備
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記

載
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
都
道
府
県
内
の

セ
ン
タ
ー
に
限
ら
ず
、
広
域
的
に
対
応
す
る
隣
接
都
道
府
県
の
セ
ン
タ
ー
を
記

載
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。 

精
神
科
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
輪
番
制
に
よ
る
緊
急
時
に
お
け
る
適
切
な
医

療
及
び
保
護
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
、
重
度
の
症
状
を
呈
す
る
精
神

科
急
性
期
患
者
に
対
応
す
る
中
核
的
な
セ
ン
タ
ー
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。 
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産
科
合
併
症
以
外
の
合
併
症
を
有
す
る
母
体
に
対
す
る
救
急
医
療
に
つ
い
て

は
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
周
産
期
医
療
と
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
等
に
よ
る
救
急
医
療
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

(

二)
 

救
急
医
療
や
災
害
時
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
緊
急
度
、
重

症
度
等
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
救
急
用
自
動
車

は
も
と
よ
り
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー(

必
要
な
機
器
等
を
装
備
し
、
医
師
等
が
同
乗
す

る
こ
と
に
よ
り
救
命
医
療
が
可
能
な
救
急
搬
送
車
両
を
い
う
。)

、
消
防
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
含
む
救
急
患
者
搬
送
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
搬
送
手
段
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
救
急
医
療
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、

今
般
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
特

別
措
置
法(

平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
号)

が
成
立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
同
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
医
療
計
画
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
救
急
搬
送
と
救
急
医
療
の
連
携
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
い

わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
一
層
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。 

(

三)
 

離
島
や
へ
き
地
に
お
け
る
医
療
に
つ
い
て
は
、
医
師
等
の
個
人
の
努
力
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
へ
き
地
保
健
医
療
対
策
に
基
づ
く
各
般
の
施
策
に
よ

る
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
、
公
的
医
療
機
関
や
社
会
医
療
法
人
等
の
役
割

の
明
確
化
を
通
じ
、
医
師
等
の
継
続
的
な
派
遣
に
よ
る
支
援
体
制
の
確
立
等
に

努
め
る
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
、
効
率
的
な
救
急
搬
送
体
制
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

(

四)
 

周
産
期
医
療
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
助
産
師
の
活
用
を
図
り
、
診
療
所
や

助
産
所
等
と
リ
ス
ク
の
高
い
分
娩
を
扱
う
病
院
と
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の

連
携
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
周
産
期
医
療
体
制
の

整
備
を
進
め
る
中
で
、
隣
接
都
道
府
県
と
の
連
携
体
制
を
必
要
に
応
じ
て
確
保

す
る
こ
と
や
、
産
科
合
併
症
以
外
の
合
併
症
を
有
す
る
母
体
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
の
救
急
医
療
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

N
I
C
U
(

新
生
児
集
中
治
療
室)

退
院
後
の
未
熟
児
等
に
対
す
る
後
方
支
援
施
設
等

に
お
け
る
継
続
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。 

(

五)
 

小
児
医
療
に
つ
い
て
は
、
小
児
科
医
師
や
看
護
師
等
に
よ
る
小
児
救
急
電

話
相
談
事
業
等
に
よ
る
健
康
相
談
を
支
援
す
る
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

診
療
所
が
当
番
制
等
に
よ
り
初
期
の
小
児
救
急
医
療
を
二
十
四
時
間
体
制
で
担

う
こ
と
を
通
じ
て
、
拠
点
と
な
る
病
院
が
重
症
の
小
児
救
急
患
者
に
重
点
的
に

対
応
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 
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三 
救
急
医
療
等
確
保
事
業
に
関
す
る
公
的
医
療
機
関
及
び
社
会
医
療
法
人
の
役

割 

公
立
病
院
等
公
的
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役
割
と
し
て
求
め
ら
れ
る
救

急
医
療
等
確
保
事
業(

法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
五
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲

げ
る
救
急
医
療
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
、
へ
き
地
の
医
療
、
周
産
期
医
療
、

小
児
医
療(

小
児
救
急
医
療
を
含
む
。)

、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
に

お
け
る
疾
病
の
発
生
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療)

に
係

る
業
務
の
実
施
状
況
を
病
院
ご
と
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
救
急
医
療
等

確
保
事
業
に
係
る
業
務
を
担
う
社
会
医
療
法
人
の
積
極
的
活
用
を
図
り
、
そ
の

活
用
状
況
も
併
せ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

四 

医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進 

都
道
府
県
は
、
法
第
六
条
の
三
第
一
項
及
び
薬
事
法
第
八
条
の
二
第
一
項
を
通

じ
て
把
握
し
た
医
療
提
供
施
設
の
情
報
に
つ
い
て
、
患
者
や
住
民
に
分
か
り
や

す
く
明
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
都
道
府
県
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
任
意
の
情
報

の
把
握
の
方
法
や
よ
り
効
果
的
な
情
報
提
供
の
あ
り
方
等
を
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。 

五 

居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保 

看
取
り
の
体
制
を
含
め
た
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
か

か
り
つ
け
医
等
に
よ
り
、
医
療
を
受
け
な
が
ら
の
居
宅
等
で
の
生
活
を
希
望
す

る
患
者
及
び
家
族
に
対
し
適
切
な
情
報
提
供
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
診
療

所
、
病
院
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
薬
局
等
の
相
互
間
の
機
能
の
分
担
と

業
務
の
連
携
の
状
況
を
医
療
計
画
に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
住
民
に

情
報
提
供
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
療
養
病
床
の
再
編
成
も
踏
ま
え
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
介

護
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
地
域
の
ケ
ア
体
制
を
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
、
住
宅

政
策
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
療
養
病
床
の
円
滑
な
転
換
を
含
め
た
地
域
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
や
退
院
時
の
相
談
・
支
援
の
充
実
等
に
努
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。 

六 

薬
局
の
役
割 

薬
局
に
つ
い
て
は
、
医
療
提
供
施
設
と
し
て
、
四
疾
病
及
び
五
事
業
ご
と
の
医

療
連
携
体
制
の
中
で
、
調
剤
を
中
心
と
し
た
医
薬
品
や
医
療
・
衛
生
材
料
等
の

提
供
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県

に
お
い
て
、
薬
局
の
医
療
機
能
を
医
療
計
画
に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者

や
住
民
に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。 

七 

医
療
の
安
全
の
確
保 
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都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
は
、
医
療
提
供
施
設
が
講
じ

て
い
る
医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
の
状
況
を
把
握
し
、
医
療
の
安

全
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
研
修
の
実
施
、
意
識
の
啓
発
等
に
関
し
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
安
全
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
住
民
の
身
近
な
地
域
に
お
い
て
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
か

ら
の
医
療
に
関
す
る
苦
情
又
は
相
談
に
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
医
療
提

供
施
設
に
対
し
て
、
必
要
な
助
言
を
行
う
等
の
体
制
を
構
築
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

第
五 

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項 

一 

医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方 

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
需
給
動
向
を
見
通
し
つ
つ
養
成
を
進
め
、
適
正
な
供
給
数
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
地
域
的
な
偏
在
や
診
療
科
間
の
偏
在
へ
の
対
応
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
際
、
医
療
提
供
施
設
相
互
間
に
お
け
る
医
療
連
携
体
制
を
構
築

す
る
取
組
自
体
が
偏
在
解
消
へ
の
対
策
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
都
道
府
県
が
中

心
と
な
っ
て
地
域
の
医
療
機
関
へ
医
師
を
派
遣
す
る
仕
組
み
を
再
構
築
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
法
第
三
十

条
の
十
二
第
一
項
に
基
づ
き
、
特
定
機
能
病
院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
、
公
的

医
療
機
関
、
臨
床
研
修
病
院
、
診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
、
社
会
医

療
法
人
等
の
参
画
を
得
て
、
医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
項
に
関
し
必
要

な
施
策
を
定
め
る
た
め
の
協
議
を
行
い
、
そ
こ
で
定
め
た
施
策
を
公
表
し
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

二 

医
療
従
事
者
の
資
質
向
上
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方 

医
師
に
つ
い
て
は
、
臨
床
研
修
の
必
修
化
を
通
じ
、
す
べ
て
の
医
師
が
、
医
師

と
し
て
の
人
格
を
か
ん
養
し
、
患
者
と
の
良
好
な
信
頼
関
係
の
下
に
患
者
を
全

人
的
に
診
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
基
本
的
な
診
療
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。 

歯
科
医
師
に
つ
い
て
は
、
臨
床
研
修
の
必
修
化
を
通
じ
、
す
べ
て
の
歯
科
医
師

が
、
歯
科
医
師
と
し
て
の
人
格
を
か
ん
養
し
、
総
合
的
な
歯
科
診
療
能
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

薬
剤
師
に
つ
い
て
は
、
医
療
の
高
度
化
と
専
門
化
に
対
応
す
る
た
め
、
よ
り
高

度
な
知
識
と
技
術
を
有
す
る
薬
剤
師
の
養
成
強
化
を
含
め
、
継
続
的
な
資
質
向

上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
薬
学
教
育
に
お
い
て
、
医
療
機
関

や
薬
局
の
協
力
の
下
、
充
実
し
た
実
務
実
習
を
行
う
こ
と
等
を
通
じ
て
、
臨
床

に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 
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看
護
師
等
に
つ
い
て
は
、
看
護
基
礎
教
育
に
お
い
て
、
医
療
機
関
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
行
政
機
関
等
の
協
力
の
下
、
充
実
し
た
臨
地
実
習
を
行
う
こ

と
等
を
通
じ
て
、
実
践
能
力
を
培
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
医
療
の
高

度
化
と
専
門
化
に
対
応
す
る
た
め
、
よ
り
高
度
な
知
識
と
技
術
を
有
す
る
看
護

師
等
の
養
成
強
化
と
と
も
に
、
新
卒
者
に
対
す
る
研
修
を
含
め
、
継
続
的
な
資

質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

医
師
等
他
の
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
に
向
け
専
門
業
務
に
可
能
な
限
り
特

化
で
き
る
よ
う
病
院
全
体
で
適
切
に
支
援
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
事

務
職
員
を
含
め
た
職
員
全
体
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

第
六 

医
療
計
画
の
作
成
及
び
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
の
評
価
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項 

一 

医
療
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項 

都
道
府
県
の
医
療
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
「
第
二 

医
療
提
供
体
制
の

確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
の
観
点
を
踏
ま
え

た
医
療
機
能
調
査
を
通
じ
て
把
握
さ
れ
る
情
報
を
基
礎
と
し
て
行
う
必
要
が
あ

る
。 

四
疾
病
及
び
五
事
業
に
係
る
数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、

「
第
三 

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
」
で
示
し
た
方

針
に
即
し
て
、
か
つ
、
評
価
可
能
な
具
体
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。 

四
疾
病
及
び
五
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い

て
、
「
第
四 

医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
並
び

に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
」
で
示
し
た
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
患
者
や
住
民
に
分

か
り
や
す
い
具
体
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

「
第
五 

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確

保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
」
に
即
し
て
、
具
体
的
な
施
策
を
明
示
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。 

基
準
病
床
数
の
算
定
に
お
い
て
は
、
医
療
圏
に
関
す
る
考
え
方
は
従
来
と
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
四
疾
病
及
び
五
事
業
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に

お
い
て
は
、
従
来
の
二
次
医
療
圏
ご
と
の
計
画
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
既
存
の
医

療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
明
確
に
患
者
や
住
民
に
示
す
こ
と
に
重
点
を
置
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

二 

事
業
の
実
施
状
況
の
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項 
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事
業
の
実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
は
、
設
定
し
た
数

値
目
標
を
基
に
、
事
業
の
達
成
状
況
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
医
療
計

画
の
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

第
七 

そ
の
他
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項 

医
療
計
画
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
具
体
的
な
施
策
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
健

康
増
進
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号)

等
医
療
関
係
各
法
や
障
害
者
自
立
支

援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

等
の
規
定
及
び
以
下
の
方
針
等
に
配

慮
し
て
定
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

１ 

新
健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略 

２ 

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動(

健
康
日
本
二
十
一)

及
び
そ

の
地
方
計
画 

３ 

が
ん
対
策
基
本
法(

平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
八
号)

に
定
め
る
が
ん
対
策
推

進
基
本
計
画
及
び
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画 

４ 

健
康
増
進
法
に
定
め
る
基
本
方
針
及
び
都
道
府
県
健
康
増
進
計
画 

５ 

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)
に
定
め
る
基
本
指
針
及
び
都

道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画 

６ 

療
養
病
床
の
再
編
成
に
当
た
り
国
が
示
す
指
針
及
び
そ
れ
に
沿
っ
て
各
都
道

府
県
で
定
め
る
構
想
等 

７ 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
定
め
る
基
本
指
針
及
び
都
道
府
県
障
害
福
祉
計
画 

８ 

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律(

昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号)

に

定
め
る
医
療
費
適
正
化
基
本
方
針
及
び
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画 
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